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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 面積 870 ha

平成 20 年度　～ 平成 24 平成 20 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

平均値

19 24

平均値

19 24

年間

18 24

都道府県名 群馬県 太田市 太田市尾島地区

計画期間 交付期間 24

「住・遊・学」の自立生活圏として、新たな情報発信の構築及び自然及び歴史遺産との共生とアメニティー性のある拠点の創造
目標1：地域ネットワークの確立と地域間交流の再創出、賑わいを図る。
目標2：歴史的遺産を基軸に多彩で質の高い文化圏を生み出し、既存資源を活用した地域の再創出を図る。
目標3：豊かな自然を保全・共生を図る。

　太田市は、群馬県の東南部に位置し、北東部は栃木県足利市、南部は利根川を隔てて埼玉県熊谷市に県境を接しており、平成１７年３月に近隣の３町との合併により新「太田市」が誕生し、市域面積は１７６．４９㎞2であります。
また、人口も２１万超となり県下第３位であり、東毛地域における産業・経済を担う中核市であります。
　太田市の西部に位置する尾島地区は、「徳川氏発祥の地」及び「中島飛行機王生誕の地」として、文化財、歴史的建造物等の数多く保有している地区であります。
　また、地域の都市間を連結する広域ネットワークとして

 尾島地区は、広域ネツトワークを担う公共交通の要衝であり、また典型的な都市近郊型農業地帯であるが、近年の工業団地造成による企業進出で第二次産業が基幹産業となつています。商工業等を含む全体産業の発展のた
めに、その基本となる産業の持続的発展を図っているところであるが、経済活動の衰退及び少子高齢による定住人口の減少、また土地の有効利用が不十分などの要因により、良好な都市環境空間の整備及び「まち」の魅力とな
る観光やレクレーション施設等の整備及び地域のネットワークが低く、地域の保有する豊かな歴史・文化遺産の整備も立

尾島地区における、豊かな自然・歴史・文化遺産の活用による整備を含めた産業全体を盛り込んだ一体的な整備。
○本市「新生太田総合計画」においては、「芸術と文化」、「地域の伝統」等を活かしたまちづくりと称して、文化、歴史を継承できる地域として提唱しています。
○尾島地区は、利根川の自然と周辺市街地の歴史的資源と文化資源など、極めて観光集積度の高い地域であり、公共機関の整備及び散策を取り入れた「回遊性」のある、潤い・安らぎのある地域を推進します。
○広域交通拠点の形成、都市空間の整備、自然環境や歴史的遺産と都市的

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

3.6

当地区の芸術文化の振興 市民アンケートによる満足度ポイント
市民満足度を向上させるため、歴史・文化の振興を図る

3.6 3.7

当地区の公園・緑地の整備 市民アンケートによる満足度ポイント
市民満足度を向上させるため、公園・緑地を整備を図る

3.5

120,000当地区の来街観光者数 本市観光の入り込み客数の当地区に立ち寄
太田市に入り込み観光客の立ち寄りを目指し、観光の基終点として認知及
び観光名所としての推進を図る 100,000



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

整備方針3（自然を活用した娯楽施設の整備の形成）
地域の豊かな自然は、地域住民の身近なレクレーションを提供するするものであり、快適な空間を整備することにより「回遊性」を演出して「ア
メニティ性の高い空間」の再創出を図る。

利根川緑地整備事業（基幹事業/地域生活基盤）

○事業終了の継続的なまちづくりの活動
　豊かな自然・歴史・文化を継承していく地区であり、行政・市民が連携・協力していくことが必要で、文化・交流活動及び情報の拠点として市民主体の継続的な取り組みを　していくものである。

○まちなみ形成の誘導を図る方策について
　土地区画整理事業等の手法により、新たな都市空間の形成、道路網の整備及び景観なども併せて検討していきます。また、「賑わいの拠点」形成や活動については、市民参画による共働の取り組みのなかで実施します。

○交付期間中の計画管理
　交付期間中においての各種事業を円滑に進め、目標に向かって確実な効果をあげるため、事業の進め方、事業成果、評価を随時市民に公開します。

方針に合致する主要な事業
整備方針1（来街者・情報・交流の拠点形成）
広域道路網の整備により、太田市の西部地区の中枢拠点としての生活軸、交流軸のクロスポイントして重要な役割を果たすことから、施設の
整備を行う。
来街者及び市民が利用しやすい、多目的施設及び交流の集いの場としてを創出する。また、「魅力ある都市空間」を図る。

市道２級８４号線ほか道路整備事業（基幹事業/道路）
（仮称）道の駅おおた整備事業（基幹事業/高次都市施設）
八幡南公園整備事業（基幹事業/公園）
千歳公園整備事業（基幹事業/公園）
駒形公園整備事業（基幹事業/公園）
(仮称）中島知久平記念地域交流センター整備事業（基幹事業/既存建造物活用事業）

整備方針2（歴史・文化遺産からなる観光都市の形成）
地域に点在する歴史・文化遺産の再整備、住む人、訪れる人が身近にふれあう「まちなみ」の形成を図る。
また、市民の交流・活動の推進、憩いの場を創出する。

（仮称）中島知久平記念館整備調査活用策定事業（提案事業/事業活用調査）
(仮称）中島知久平記念地域交流センター整備事業（基幹事業/既存建造物活用事業）
ねぷた保管庫兼作業所（提案事業／地域創造支援事業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

直
Ｌ＝480ｍ

Ｗ＝6～12.5
Ｈ21 Ｈ22 Ｈ21 Ｈ22 44 44 44 44

公園 直 2,500㎡ Ｈ20 Ｈ20 Ｈ20 Ｈ20 25 25 25 25

直 10,000㎡ Ｈ21 Ｈ24 Ｈ21 Ｈ24 100 100 100 100

直 1,000㎡ Ｈ24 Ｈ24 Ｈ24 Ｈ24 10 10 10 10

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 直 － Ｈ22 Ｈ24 Ｈ22 Ｈ24 300 300 300 300

高質空間形成施設 －

高次都市施設 直 － Ｈ20 Ｈ23 Ｈ20 Ｈ23 556 556 556 556

既存建造物活用事業（地域交流センター） 直 11,982㎡ Ｈ20 Ｈ24 H21 Ｈ24 750 750 750 750

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,785 1,785 1,785 1,785 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
直 700㎡ Ｈ20 H24 Ｈ20 H24 70 70 70 70

0

直 － Ｈ21 Ｈ21 Ｈ21 Ｈ21 5 5 5 5

－ 0

－ 0

－ 0

合計 75 75 75 75 …B
合計(A+B) 1,860

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
国土交通省 45.9ｈａ ○ Ｈ11 Ｈ28 6,250

○ Ｈ18 Ｈ24 200

L=８８０ｍ ○ H15 H27 579

合計 7,029

地方特定道路整備事業 尾島地区

尾島東部土地区画整理事業（特会） 尾島東部地区

１％まちづくり事業 尾島地区

0

事業 事業箇所名 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

中島知久平記念（館） （仮称）中島知久平記念館整備調査活用策定事業

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

ねぷた保管庫兼作業所 ねぷた保管庫兼作業所整備事業

0

事業 事業箇所名 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

（仮称）道の駅おおた整備事業
（仮称）中島知久平記念地域交流センター整備事業

利根川緑地整備事業

－

－

駒形公園整備事業

八幡南公園整備事業

千歳公園整備事業

細項目 うち民負担分

道路 市道2級84号線ほか道路整備事業

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

交付対象事業費 1,860

事業 事業箇所名 直／間

交付限度額 744 国費率 0.4



都市再生整備計画の区域

　太田市尾島地区（群馬県太田市） 面積 870 ha 区域 太田市尾島町、阿久津町、岩松町、押切町、前小屋町、粕川町、備前島町等の一部

太田市尾島地区
　　Ａ=８７０ｈａ

国道354号

上武国道

国道407号

東毛幹線

東武伊勢崎線

●木崎駅

●尾島総合支所

利根川




